










































白梅学園大学・白梅学園短期大学　子ども学研究所研究年報　№ 24　3 ～ 11（2019）
遊び観・遊び心と保育・子育て
―東京都下における保護者及び保育者への調査研究からー
Playful Mind and Playful Mood in Childcare and Childrearing





























































































































































































































































































































































経験年数 初任 2～5 6～11 12～21 22～30 31～47 不明 計
人数 8 39 23 33 9 5 8 125
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図 9　本当はこうしたい対応（経験年数別）
遊び場面：家の玄関に家族みんなの履き物がばらばらに散らばっていました。ふと見ると、幼児
（３，４歳）が靴やサンダルを玄関の床の上などに並べて家族の顔を描き始めました。
自身の対応　ア　何してるの、キタナイ、並べて手を洗ってらっしゃい
　　　　　　イ　「おもしろい」と思って見守るか、一緒にやり始める
　　　　　　ウ　おクツはなにするものだったかな、と片付けを促す
　　　　　　エ　そんなことするなら、新しいクツは買ってあげないからね
　　　　　　オ　未記入
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が、ウ「まずは見守り、その後片付けを促す」「遊
ぶものではない」「くつの正しい使い方を知って
欲しい」などが多い。他の経験年数群では、イ「楽
しいこと、面白いことをしている」「子どもの価値
観を大切にしたい」「発想の豊かさに敬意を払う」
「くつをくつとして使うのは大人の発想。こういう
子どもの発想を面白がりたい」等の回答が多い。
一方で、ウ「その場では「片付けて欲しいと思い
そう」「玄関は遊ぶ場所ではない」「くつはおもちゃ
ではない」等、しつけなどの観点もみられた。
3）保育者調査のまとめ
　今回調査した K 市の保育者は、子どもへの対
応が年齢ごとに「見守る」割合が高く、前回調査
の O 市と比べると全体として「おもしろい」と
対応する回答の割合が多く、「遊び心」を持って
いると考えられる。ここで言う「遊び心」とは子
どもに対する「ゆとりの気持ち」ともいえる。
　2018年施行の「幼稚園教育要領」「保育所保育
指針」「認定こども園教育・保育要領」では「遊
びによる保育」だけでなく、「主体的・対話的で
深い学びの保育」の実践や「非認知能力」をどう
育むかが求められている。自由記述をみると、保
育者はこうしたことを意識しながら、子どもの思
いを大切にし、子ども主体の遊びを実践しようと
努力している姿もみえる。初任者は「遊びによる
保育」について養成課程で学び、実践しようとし
ながらも、余裕がなかったり迷いがあったりする
と考えられるが、個々の保育者が考えている事を
共有しあい、認め合う関係が深まれば、初任者も
よい影響を受け、各園でのよりよい実践につなが
ると思われる。
全体的な考察とまとめ
　「あそびによる子どもの育つ地域環境作り」に
おいて、乳幼児の子どもたちにとって「あそび」
は重要な意味を持つということは保育者にとって
もまた保護者にとっても認識されている。しかし
実際にはその遊びの環境が保証されていない現実
があり、自由記述の中には遊びの環境を確保する
のに経済的な負担が大きくなっていることの不安
なども出されている。今回の調査ではこの問題を
明らかにする設問とはなっていないので、これ以
上触れられないが、大きな課題であろう。
　一方子どもの遊びを見守る立場からは、子ども
の発想や創造性を大事にしたいという思いが出さ
れ、限られた中でもそれを子どもたちとの関係の
中で実践しようとする姿、あるいはしたいという
姿が見えてきた。そのキーワードとして「遊び心」
がある。
　今回の調査では、保育者が実践を通して学習や
経験を積む中で、子どもの発達を理解し、遊び心
を持てるようになることで保育者としての力を付
けていくということが、昨年の調査に加えてあら
ためて確認されたと同時に、保護者も遊び心を持
つことで、子育てにゆとりを持ち、子どもの発達
を支援する立場にたつことができるのではないか
ということが見えてきた。回答をしてくれた K
市の保護者の遊び心は、保育者の２年から５年経
験者に近いということがデータで示されている。
その意味することや背景についての分析はこれか
らである。
　子どもの周辺にいる大人が豊かに遊びを知って
いるだけでなく、子どもたちにゆとりを持って遊
びの心を表現していくことが必要ではないか。合
わせてどのような場面で大人たちがその遊び心を
発揮したら良いのか、それを追求するのが課題で
ある。
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